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書
（
ワ
ー
ク
オ
ー
ダ
ー
）
を
基
軸
と
し
て

起
票
か
ら
終
結
ま
で
保
全
作
業
を
一
貫
し

て
管
理
す
る
（
図
２
）。

　

作
業
指
示
書
は
設
備
の
管
理
単
位
と

整
合
し
た
保
全
作
業
の
管
理
単
位
で
あ

る
。
当
該
作
業
に
係
る
組
織
・
関
係
者

間
の
情
報
共
有
と
責
任
を
明
確
化
す
る

も
の
で
あ
り
、
保
全
実
績
収
集
の
「
デ

ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
」
で
も
あ
る
。

　

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
、
保
全
作
業
範

囲
・
方
法
、
安
全
処
置
、
リ
ソ
ー
ス（
取

替
部
品
等
資
材
と
労
務
）
を
規
定
す
る

も
の
で
あ
る
。
起
票
者
が
記
述
し
た
現
象

を
、
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
保
全
作
業
範
囲
と

し
て
確
定
。
放
射
線
防
護
や
設
備
の
隔

離
な
ど
保
全
作
業
に
必
要
な
処
置
を
準
備

し
て
、
作
業
指
示
書
に
記
入
す
る
。
対

象
設
備
の
系
統
、
タ
イ
プ
、
停
止
要
否

な
ど
の
主
要
情
報
は
コ
ー
ド
化
し
て
お
く
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
は
、
保
全
作
業
の

優
先
度
と
実
施
時
期
を
規
定
す
る
。
運

転
中
保
全
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
で
は
週

を
単
位
と
し
て
「
作
業
実
施
部
隊
の
労

務
リ
ソ
ー
ス
を
充
足
す
る
よ
う
、
作
業
優

先
度
の
高
い
作
業
か
ら
順
に
作
業
指
示
書

 

原
子
力
発
電
所
の
保
全
業
務
モ
デ
ル
②

作
業
指
示
書
を
軸
と
し
た
保
全
作
業
管
理

　

前
回
に
続
き
、
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｓ
（Reliabi 

lity, A
vailability, M

aintainability 
and Supportability

）
研
究
会
の
研
究

成
果
「
原
子
力
発
電
所
の
保
全
業
務
モ

デ
ル
」
を
報
告
す
る
。

　

米
国
の
原
子
力
産
業
は
、
標
準
原
子

力
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
モ
デ
ル
（
Ｓ
Ｎ
Ｐ
Ｍ

：Standard N
uclear Perform

ance 
M

odel

）を
原
動
力
の
一
つ
に
し
て
復
活

し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｐ
Ｍ
の
中
核
は
前
回
報
告

し
た
「
信
頼
性
管
理
」
と
「
保
全
作
業

管
理
」
だ
。
今
回
は
保
全
作
業
管
理
に

焦
点
を
当
て
、
プ
ラ
ン
ト
保
全
一
般
で
使

わ
れ
る
管
理
手
法
と
Ｓ
Ｎ
Ｐ
Ｍ
へ
の
展

開
を
紹
介
す
る
。

（
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
日
本
支
部
・
山
田
憲
吉
）

原
子
力
産
業
復
活
の
舞
台
裏

　

原
子
力
発
電
所
の
最
も
基
本
的
な
業

績
評
価
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
は
設
備
利
用

率
で
あ
る
。
前
回
で
も
ふ
れ
た
が
、
米

国
で
は
一
九
七
九
年
の
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島

事
故
以
来
、
新
規
プ
ラ
ン
ト
の
建
設
が

停
止
し
、
設
備
利
用
率
が
低
迷
し
て
い

た
。
そ
れ
が
八
〇
年
代
終
わ
り
頃
か
ら
目

覚
ま
し
い
向
上
を
み
せ
、
現
在
で
は
九
〇

％
に
近
づ
い
て
い
る
（
図
１
）。
米
国
原

子
力
産
業
の
鮮
や
か
な
復
活
は
「
原
子

力
ル
ネ
サ
ン
ス
」
と
呼
ば
れ
、
注
目
を
集

め
て
い
る
。

　

原
子
力
ル
ネ
サ
ン
ス
を
も
た
ら
し
た
要

因
の
う
ち
、
日
本
の
新
検
査
制
度
へ
の

対
応
を
考
え
る
上
で
も
、
ま
ず
規
制
と

の
関
係
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

米
国
の
規
制
は
Ｎ
Ｒ
Ｃ
（
米
国
原
子
力

規
制
委
員
会
）
が
規
定
す
る
保
守
規
則

「
１
０
Ｃ
Ｆ
Ｒ
５
０
・
６
５
」
を
基
準
と

し
て
、
民
間
規
格
で
そ
れ
を
具
体
的
に

展
開
す
る
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
。

　

米
国
の
原
子
力
発
電
所
保
全
業
務
モ

デ
ル
を
理
解
す
る
た
め
に
も
う
一
つ
前

提
と
し
て
お
さ
え
て
お
く
べ
き
は
、「
保

全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
で
あ
る
。
原
子
力
プ

ラ
ン
ト
に
限
ら
ず
、
プ
ラ
ン
ト
保
全
一
般

に
適
用
さ
れ
て
い
る
一
連
の
管
理
手
法

だ
。
中
心
と
な
る
の
は
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・

ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
で
あ
り
、
作
業
指
示

図2　保全マネジメントで一連の流れを管理する

作業指示書起票 コード化 承　認 コンピュータ入力

計画作成

設備を供用に戻す
週次スケジューリング

日次スケジューリング作業結果フィードバック

作業終結ファイリング

作業実施

作業指示の流れ
指示経路

図１　米国原子力発電所の設備利用率推移。
今では日本を大きく上回る
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Ｓ
（Com

puterized M
aintenance 

M
anagem

ent System

）の
利
用
部
門

と
し
て
の
主
管
業
務
も
担
当
す
る
。

　

米
国
原
子
力
産
業
復
活
の
業
界
側
の

原
動
力
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
Ｍ
で
あ
る
。
Ｓ
Ｎ

Ｐ
Ｍ
は
異
な
る
プ
ラ
ン
ト
設
備
間
の
比
較

評
価
を
行
う
た
め
の
共
通
の
考
え
方
で

あ
り
、
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
コ
ス
ト
管
理
を

標
準
化
し
、
統
一
的
な
評
価
指
標
を
定

義
し
た
標
準
業
務
モ
デ
ル
で
あ
る
。
Ｓ
Ｎ

Ｐ
Ｍ
の
構
成
を
図
４
に
示
す
。
中
央
に
位

置
す
る
五
つ
の
プ
ロ
セ
ス
は
「
コ
ア
プ
ロ

セ
ス
」と
呼
ば
れ
る
中
心
的
業
務
プ
ロ
セ

ス
で
あ
る
。

■W
ork M

anagem
ent

（
Ｗ
Ｍ
）
：
作

業
管
理

■E
quipm

ent R
eliability

（
Ｅ
Ｒ
）
：

設
備
信
頼
性

■M
aterials &

 S
ervices

（
Ｍ
Ｓ
）
：

資
材
＆
サ
ー
ビ
ス

■M
anage C

onfiguration

（
Ｃ
Ｍ
）

：
構
成
管
理

■O
perate P

lant

（
Ｏ
Ｐ
）
：
プ
ラ
ン

ト
運
転

　
「
プ
ラ
ン
ト
運
転
」
以
外
は
す
べ
て
保

全
業
務
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
う
ち「
作

業
管
理
」「
設
備
信
頼
性
」の
二
つ
が
、
基

幹
の
プ
ロ
セ
ス
と
な
る
。「
資
材
＆
サ
ー

ビ
ス
」
は
狭
い
意
味
で
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
で
あ
り
、
周
辺
に
位
置
す
る
プ
ロ
セ
ス

を
選
択
す
る
」
こ
と
を
基
本
方
針
と
す

る
。
一
方
、
定
期
点
検
時
や
改
良
工
事

な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
作
業
に
は
ス
ケ

ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
を
適
用
す
る
。

保
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
稼
働
率
向
上

　

作
業
指
示
書
を
用
い
た
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
の
効
果
は
、

「
レ
ン
チ
タ
イ
ム
」
を
指
標
と
し
て
定
量

的
に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る（
レ
ン
チ

は
工
具
の
一
種
で
あ
り
、
レ
ン
チ
タ
イ
ム

は
実
働
作
業
時
間
の
意
）。
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
の
導
入
に
よ
り
、

率
向
上
を
実
現
し
、
経
営
目
標
達
成
に

資
す
る
│
│
こ
こ
に
保
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
本
質
的
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン

グ
を
推
進
す
る
保
全
業
務
支
援
組
織
は
、

今
後
の
作
業
の
計
画
作
成
に
専
念
す
る

ラ
イ
ン
か
ら
独
立
し
た
ス
タ
ッ
フ
組
織
で

あ
り
、
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
優
秀
な
技
能
者
か

ら
選
抜
し
、
保
全
作
業
班
の
班
長
と
同

格
に
処
遇
さ
れ
る
。
同
組
織
は
Ｃ
Ｍ
Ｍ

保
全
作
業
の
生
産
性
は
大
幅
に
向
上
す

る
（
図
３
）。

　

生
産
性
向
上
の
効
果
は
人
員
削
減
等

の
合
理
化
で
は
な
い
。
生
じ
た
余
力
を
予

防
保
全
に
振
り
向
け
、
事
後
保
全
作
業

の
発
生
を
減
ら
す
こ
と
で
プ
ラ
ン
ト
稼
働

出典 : Don Nyman & Joel Levitt, “Maintenance Planning, Scheduling and Coordination”

作業指示書受取 5 3
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作業場所への／からの移動 15 10
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図 3　作業指示書を用いたプラニング・スケジューリングの導入前と導入後の
生産性比較。レンチタイムを指標とする

図4　SNPMの構成。コアプロセスとそれを支えるプロセス群からなる
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含
め
て
、
米
国
に
お
け
る
保
全
業
務
モ
デ

ル
を
調
査
検
討
し
て
き
た
。
国
情
の
違

い
は
あ
る
も
の
の
、
米
国
原
子
力
発
電

所
の
保
全
業
務
モ
デ
ル
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、

日
本
の
原
子
力
発
電
所
の
保
全
業
務
革

新
は
進
展
す
る
も
の
と
考
え
る
。

④
保
全
作
業
へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
適
用

　

Ｓ
Ｎ
Ｐ
Ｍ
の
プ
ロ
セ
ス
は
四
階
層
か
ら

な
り
、
上
位
二
階
層
が
標
準
化
さ
れ
て

い
る
。
下
位
プ
ロ
セ
ス
は
各
発
電
所
の
創

意
工
夫
に
委
ね
ら
れ
る
。

　

近
年
プ
ラ
ン
ト
保
全
業
務
へ
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
支
援
に
は
、
Ｅ
Ａ
Ｍ
（Enter

prise A
sset M

anagem
ent

）
を
採
用

す
る
形
態
が
主
流
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

Ｅ
Ａ
Ｍ
の
中
心
は
Ｃ
Ｍ
Ｍ
Ｓ
だ
。
設
備

機
器
管
理
を
土
台
に
、
作
業
指
示
書

を
基
軸
と
し
た
保
全
作
業
の
計
画
・
実

施
・
結
果
の
記
録
、
お
よ
び
保
全
に
必

要
な
取
替
部
品
・
予
備
品
の
在
庫
発
注

管
理
を
支
援
す
る
。

　

Ｅ
Ａ
Ｍ
（
Ｃ
Ｍ
Ｍ
Ｓ
）
を
中
心
と
し

て
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
、
ワ
ー
ク
フ
ロ

ー
、
設
計
図
書
管
理
、
不
適
合
管
理
な

ど
の
周
辺
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
組
み
合
わ
せ

て
、
保
全
業
務
を
支
援
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　

新
検
査
制
度
の
実
施
に
伴
い
、
日
本

の
原
子
力
発
電
所
の
保
全
業
務
に
は
設

備
信
頼
性
管
理
と
い
う
新
規
業
務
が
義

務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
設
備
信

頼
性
管
理
を
行
う
た
め
に
も
、
そ
の
前
提

と
な
る
作
業
管
理
を
は
じ
め
と
す
る
保
全

業
務
全
体
の
モ
デ
ル
化
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
の
先
進
事
例
と
し
て
、
Ｓ

Ｎ
Ｐ
Ｍ
を
中
心
に
前
提
と
し
て
の
規
制
の

あ
り
方
や
プ
ラ
ン
ト
保
全
一
般
の
手
法
を

業
指
示
書
を
含
む
「
ワ
ー
ク
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

を
保
全
作
業
用
に
準
備
す
る
。
ワ
ー
ク
パ

ッ
ケ
ー
ジ
に
は
作
業
範
囲
と
作
業
の
目
的
、

準
備
と
確
認
作
業
、
放
射
線
被
曝
や
産

業
安
全
の
予
防
措
置
、
作
業
手
順
の
ほ

か
、
取
扱
説
明
書
、
図
面
、
ベ
ン
ダ
ー

マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
参
考
図
書
も
含
む
こ

と
が
あ
る
。

　

論
理
的
に
は
作
業
指
示
書
が
上
位
、

ワ
ー
ク
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
下
位
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

③
業
績
評
価
指
標

　

Ｓ
Ｎ
Ｐ
Ｍ
で
は
異
な
る
プ
ラ
ン
ト
間
の

評
価
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
上
位
業
務
プ

ロ
セ
ス
を
標
準
化
し
、
業
界
標
準
の
業
績

評
価
指
標
を
定
義
し
て
い
る
。
作
業
管
理

プ
ロ
セ
ス
に
関
係
す
る
業
績
評
価
指
標
に

以
下
が
あ
る
。

群
は
コ
ア
プ
ロ
セ
ス
を
支
え
る
支
援
プ
ロ

セ
ス
だ
。

米
国
を
モ
デ
ル
に
保
全
業
務
革
新

　

保
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
一
般
論
が
原
子

力
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
Ｍ
に
ど
う
展
開
さ
れ
て
い
る

か
を
、
具
体
的
に
確
認
し
て
み
た
い
。

①
保
全
作
業
の
分
類

　

保
全
作
業
は
一
般
に
図
５
（
前
ペ
ー

ジ
）の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｐ
Ｍ

業
務
モ
デ
ル
で
は
、
予
防
保
全
の
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
は
設
備
信
頼
性
プ
ロ
セ
ス
と
し
て

実
施
し
、
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
は
作

業
管
理
プ
ロ
セ
ス
が
扱
う
。
作
業
管
理

プ
ロ
セ
ス
で
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
対
象
は
事

後
保
全
系
の
保
全
作
業
で
あ
り
、
重
大

度
、
対
象
設
備
等
に
よ
り
以
下
の
よ
う

に
分
類
し
て
い
る
。

②
ワ
ー
ク
パ
ッ
ケ
ー
ジ

　

保
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
取
り
上
げ
た
作

 

分
　
類 

基
　
準

事
後
保
全

選
択
保
全

そ
の
他
保
全

軽
微
保
全

発
電
プ
ラ
ン
ト
設
備
の
重
大
な

劣
化

発
電
プ
ラ
ン
ト
設
備
の
潜
在
的

ま
た
は
軽
微
な
劣
化

足
場
構
築
等
の
支
援
作
業
、

改
良
処
置
等

「
技
能
者
の
ス
キ
ル
」の
下
で

作
業
可
能
な
軽
微
作
業

開
始
の
た
め
の
文
書
化
を
必
要

と
し
な
い
作
業

ツ
ー
ル
ポ
ー
チ

保
全

ツ
ー
ル
ポ
ー
チ
：
工
具
袋

運
転
中
事
後
保
全

の
バ
ッ
ク
ロ
グ

運
転
中
選
択
保
全

の
バ
ッ
ク
ロ
グ

保
全
作
業
範
囲
の

安
定
性

緊
急
作
業

予
防
保
全
タ
ス
ク

延
滞
件
数

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

厳
守
度

設
備
信
頼
性
の
総
合
的
評
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次回フォーラムのお知らせ

次回フォーラムは10月1日（水）に「SOLE
2008 Conference 参加報告第２回」と
「SOLE日本支部年度総会」を予定している。
このフォーラムは年間計画に基づいて運営して
いるが、単月のみの参加も可能。1回の参加
費は6,000円。ご希望の方は事務局（sole-j-
offi  ce@cpost.plala.or.jp）までお問い合わ
せください。


